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1．はじめに 

 補強土壁面の変形や，ジオテキスタイルのひずみ分布に関する解析や予測法に関する研究は，多くない.
そこで，当研究室では，これまで補強土壁面に土圧が作用した場合の変形量を提案する力学モデルで予測を

試みてきた 1～2)．その結果，補強土壁面の変形量と実測の変形量は，ほぼ一致した．しかし，実際の壁面の

観測では，補強土壁が完成した後も継続して変形することが報告されている 3)．いわゆるクリープ変形であ

る．これに関しては、24 時間の変形量の測定をしてその変形量も予測可能であることは既に報告した 4)．今

回はさらに研究を進め 1 週間のクリープ変形を測定して、その予測も検討した。その結果は、等時荷重―ク

リープひずみ線図 5)を利用してヤング率求めることで実測のクリープひずみを予測することが可能であった．

この予測法はまだ緒についたばかりなので断言はできないが，補強土壁のクリープ変形を予測する一つの手

法となると考えている． 
 
２．使用材料と実験方法 

 補強土壁をモデル化した実験装置は，土槽を利用して作製した．

土槽の大きさは，内面幅 30cm，高さ 90cm，長さ 200cm である．補

強土壁はジオテキスタイルを取り付けた壁面パネルを 9 段積み重ねて

作成した．その概略図を図-1 に示す．壁面パネルは木製で，幅，高さ

および厚さは 50×10×1.5cm である。ジオテキスタイルはジオネット

を用いた．ジオネットは，厚さ 0.15cm で幅×長さが 5cm×70cm の  図-1 補強土壁実験装置 
サイズに裁断したものを使用した．このジオテキスタイルを壁面パネルに各 3 枚を木ネジで取付けた． 

 
３．補強土壁面の変形を予測するための力学モデル 

定着長 Le の変形量と壁面からすべり面までの長さ Ls の変形量は次の式(1)および(2)で表した。詳しく

は文献 1-2）を参照されたい。全変形量はΔL=ΔLe+ΔLs となる。 

    (1)   Le:ジオテキスタイの定着長(cm)  

      

 (2)  Ls：壁面連結部からすべり線までのジオテキスタイルの長さ(cm） 

  

  
４．時間経過に伴うクリープ変形量の大きさ 

 

補強度壁面の各定パネルの変形量を経過時間で整理したのが図-2 である．同図の時間軸ゼロ点に示される

変形量は，補強土壁の完成直後に土圧が瞬時に作用した場合の変形量である．その後，時間の経過に伴って

各壁面パネルはクリープ変形が生じる．今回は 1 週間(168 時間)まで連続測定を行った。 
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６．力学モデルを使用したクリープ  

変形の予測 

 

提案している力学モデルでクリープ変形の予測の

可能性を検討してみた．最初にジオテキスタイル材

料そのもののクリープ試験を行いその変形特性を調

べた．次に，このデータから，同じ載荷時間での載

荷応力とひずみの関係を示す等時応力-クリープひ

ずみ図 5)を描くと図-3 となる．時間の経過でクリー   図-2 補強度壁面各パネルのクリープ変形 
プ変形が生ずると載荷応力－ひずみ線は右側

に移動する．その勾配は，(応力σ)／(ひずみ

ε)となるのでヤング率Ｅとして用いること

が可能である．図中には直線の関数も示して

ある．この一次関数の第１項の数字は，ヤン

グ率(ｋN/m2)を表す．また，この直線は，同

一時間での載荷応力－ひずみ線の平均値を示

す．同図に示されるように時間経過でその勾

配は減少する．この減少をクリープ変形によ    

るヤング率の軟化と考えた． そこで，この   図-3 等時応力-クリープひずみ図 
ヤング率の軟化を力学モデルに適用できるかどうかを検討した．

前述の式(1)，(2）を見てみると，E の大きさで変形量が変わる．

E の値が大きければ変形量は小さくなり，逆に小さくなれば変形

量は大きくなる．これよりクリープで軟化した E を使用すること

でクリープ変形を算出できるのではないかと考えて，実測のクリ

ープ変形量と比較して見た．その一例として 1 週間(168 時間)後
のクリープ変形量を式(4)で予測し実測クリープと比較したのが

図-4 である．赤の点線は予測値で赤の実線は実測値である。この

図に示すように，誤差を伴うが，ほぼ一致する値を得た．煩雑に

なるので図には示していないが 24 間後のクリープ変形量も算出

して実際の変形量と比べた結果も，同じような精度でほぼ一致し

た． なお、図には、補強土を構築した直後(t=0)の実測変形量と

予測変形量も青の実線と点線で示す．クリープ変形の予測法は，

緒に就いたばかりで明確な判定を下せないが，一予測法として使

用できる可能性は示唆された．                                     
図-4 補強度壁面のクリープ変形と予測 
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